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指指針針・・基基準準名名  

液液状状化化判判定定のの対対  

象象ととすすべべきき土土層層  
液液状状化化のの判判定定方方法法  液液    状状    化化    強強    度度    のの    求求    めめ    方方  地地    震震    外外    力力    のの    求求    めめ    方方  構構  造造  物物  へへ  のの  影影  響響  のの  評評  価価  
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①①25ｍ以浅の飽和

土層 
  
②②平均粒径Ｄ50が

10㎜以下 
  
③③細粒分含有率

FCが30%以下 

 
次式に示すＦＬが1.0以

下である場合に地盤が

液状化するものと判定

する。 

 

   ＦＬ＝Ｒ／Ｌ 

 
ここに、 

Ｌ：地盤内の各深さに生じ

るせん断応力を表す指

標 
 
Ｒ：飽和土層の液状化抵

抗力を表す指標 

 

 

 

 
液状化強度Ｒは図－１を用いて求める。 
 
レレベベルル１１地地震震動動の場合はγγ==55％％の曲線を用いる 

レレベベルル２２地地震震動動の場合はγγ==1100％％の曲線を用いる 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１の補正Ｎ値（Ｎa）は次式を用いて計算を行う。 
 

   Ｎa＝Ｎ１＋ΔＮｆ 
 
ここに、 

  Ｎ１：換算Ｎ値（＝ＣＮ・Ｎ） 

  ＣＮ：換算Ｎ値係数（＝ 98／σ'ｚ ） 

Ｎ：標準貫入試験から求められるＮ値 

ΔＮｆ：細粒分によるＮ値補正項（図－２）  

  σ'z：深さｚmでの有効上載圧（kN/㎡） 

 
 
 
 
 
 

地震外力Ｌは次式によって求める。 

 

Ｌ＝Ｋh･ｒd･ｒnσｚ/σ'ｚ 

 

ここに、 

ｒｎ：等価な繰り返し回数に関する補正係数で、 

ｒｎ＝0.1(M-1) 

ただし、Mは地震のマグニチュード（レベル１ま

たはレベル２の内陸直下地震については M=7

とする）。 

σｚ,σ'z：検討深さにおける全土被り圧及び有効土

被り圧(tf/㎡) 

ｒｄ：せん断応力の低減係数（=1.0- 0.015z) 

 

地表面における設計震度Ｋhは次式で算

定する。 

       Ｋh=CZ･Ｋh0 

ここに、 

 ＣＺ：地域別補正係数(0.7～1.0） 

 Ｋh0：地表面における基準水平震度 
   

レベル１ レベル２
Ⅰ種地盤 0.16 0.6～0.7
Ⅱ種地盤 0.20 0.7～0.8
Ⅲ種地盤 0.24 0.4～0.6

地盤種別
基準水平震度　Ｋh0

 

 

（（１１））水水平平地地盤盤反反力力係係数数のの低低減減  

ＦＬ値と補正Ｎ値(Ｎa)および検討対象深さより表－１のように水平地盤反力係

数を低減する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（２２））地地盤盤のの側側方方流流動動にによよるる外外力力  

 護岸線より100m以内の領域については地盤の側方流動の影響を検討する。

図－３のように非液状化層には受働土圧、液状化層には土圧係数が0.3の土圧

を作用させる。また、土圧は護岸線からの距離に応じて低減する（低減係数β=

１-0.01x，xは護岸からの距離）。一方、側方流動による変位が推定できる場合

には、基礎構造－地盤バネ系モデルに地盤変位を入力することによって耐震

計算を行うことができる。 

        

                            

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（３３））地地中中構構造造物物のの浮浮きき上上ががりり  

下式を用いて浮き上がり安全率Ｆuを算定 
する。 
 
            ＷＢ +Ｑl 
      Ｆu =  
             Ｖ0・γＳ 

ここに、 

ＷＢ：構造物の単位長さ当たりの重量（KN/m） 

Ｑl  ：非液状化層のせん断抵抗力（KN/m） 

  Ｖ０：構造物の単位長さ当たりの体積（m3/m） 

γＳ：周辺土砂の単位体積重量（KN/m） 

 

 

 

（（４４））液液状状化化にによよるる地地盤盤ひひずずみみとと変変位位  

 

 

 

地盤変位 Ｄ(m)＝εG(100－x) 
 

ここに、x：護岸からの距離 

     εG：地盤ひずみ 
 

引 張 圧 縮
護岸近傍 1.2～2.0 －
護岸背後 1.0～1.5 1.0～1.5

地盤ひずみεG(%)

 
 

 

 

Ｄ(m)＝0.57H・θ 
 

   H：液状化層厚(m)                   

   θ：地表面勾配(%) 

表表－－１１  水水平平地地盤盤反反力力係係数数のの低低減減係係数数  

  Ｎａ≦8 8＜Ｎａ≦14 14＜Ｎａ≦20  20＜Ｎａ

  0≦ｚ≦10 0 0 0.05 0.1

 10＜ｚ≦20 0 0.05 0.1 0.2

  0≦ｚ≦10 0 0.05 0.1 0.2

 10＜ｚ≦20 0.05 0.1 0.2 0.5

  0≦ｚ≦10 0.05 0.1 0.2 0.5

 10＜ｚ≦20 0.1 0.2 0.5 1

水平地盤反力係数に乗じる低減係数

  ＦＬ≦0.5

0.5＜ＦＬ≦0.75

0.75＜ＦＬ≦1.0

液状化発生に対
する安全率ＦＬの

範囲

地表面から
の深さ ｚ(m)

 

非非液液状状化化層層  

((常常時時のの受受働働土土圧圧))  

液液状状化化層層

((ＫＫ==00..33）） 

fP

pP

図図－－１１  補補正正ＮＮ値値((ＮＮaa))とと飽飽和和土土層層のの液液状状化化抵抵抗抗比比のの関関係係  

護護岸岸背背後後地地盤盤  

図図－－３３  側側方方流流動動にによよるる外外力力    

傾傾斜斜地地盤盤  
図図－－４４  浮浮きき上上ががりりにに対対すするる検検討討  

図図－－２２  細細粒粒含含有有率率とと補補正正ＮＮ値値増増分分ΔΔＮＮｆｆのの関関係係 
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